
 

 

 

 朝晩はまだまだ冷え込み、4 階の窓から見える富士山はすそ野まで真っ白ですが、日が延

び、花のつぼみもふくらみ始めました。春の気配が感じられます。朝の図書館では、生徒た

ちは静かに座って集中して本を読んでいます。昼休み時間の友だちと楽しそうに本の話をす

る図書館とは少し雰囲気が違います。いずれにしても、おもしろい本に出会ってほしいと思

い、面出し（本の表紙が見えるように置くこと）する本を選んでいます。 

 

 

 

   

 

 

 

 

貸出し回数の多さでのランキングです。4 月から 1 月までを調べました。 

1 位    『鬼滅の刃片羽の蝶』（29 回） 

2 位    『鬼滅の刃』（24 回） 

3 位    『鬼滅の刃風の道しるべ』（22 回） 

4 位    『バッカーノ！』（18 回） 

5・6・７・ 『かがみの孤城』『五分後に意外な結末』『五分後に切ないラスト』 

8・9 位  『ラストで君はまさか！と言う恐怖の手紙』『意味がわかると怖い話』（15 回） 

10・11 位 『また、同じ夢を見ていた』『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』（14 回） 

12・13・14 位 『ハイキュー！小説版』『文房具の解剖図鑑』『インスタ映えする戦国時代』(13 回) 

15・16・17 位 『大家さんと僕これから』『東大教授がおしえるやばい日本史』『弟は僕のﾋｰﾛｰ』（11 回） 

＊4 月からこれまでの貸出し冊数は、4,441 冊です！ 

『うたの動物記』 小池 光/著 詩歌に詠まれた動物を鑑賞するコラム 

『１は赤い。そして世界は緑と青でできている。』 望月 菜南子/著 共感覚を持つ女子大生の驚きいっぱいの手記 

『アンと青春』 坂木 司/著 『和菓子のアン』待望の続編。デパ地下が舞台 

『世界でいちばん素敵な大和言葉の教室』 吉田 裕子/著 季節の移ろいや心の機微を伝える言葉を紹介 

『宮沢賢治の地学読本』 柴山 元彦/著 宮沢賢治の作品に織り込まれた地学の世界の話 

『科学は未来をひらく』 村上 陽一郎/著 素朴な疑問の探求から最先端の研究まで。新書 

『ヘンで奇妙な昆虫図鑑』 丸山 宗利/著 昆虫のヘンですごい 110 の話 

『さすらい猫ノアの伝説』 重松 清/著 大切なことを思い出させてくれる不思議な猫の話 

『ディエゴ・マラドーナ永久保存版』  アルゼンチンが生んだ史上最大のスーパースター 

志木市立志木第二中学校図書館だより 2021 年 2 月号 
学校図書員 弘光

ひろみつ

しのぶ 

9 冊の 

昨年の12月から朝(8時～)も開館しています。 

12 月中の 10 日間の朝の来館者は 83 人、 

1 月中の 11 日間の朝の来館者 88 人でした。 

3 年生にお知らせです。 

これまでに志木二中図書館で借りた本のリストが欲しい人は、 

2 月 19 日までに弘光へ申し込んでください。 


